




























なったものに、1980年代後半から 1990 年代前半にかけて米国国立図書館で実施された Visible 
Human Project 1) がある。男性 28.6GB、 女性 76.2GBそれぞれ 1体のカラー断層画像集合か
らなり、画像処理や可視化、形状・弾性モデリングなど人体のバーチャル化に関連した多くの研
究が進められた。1990年代には医学教育向けのデジタル解剖学アトラス 2) が製作され、内視鏡
手術VRシミュレータ 3), 4) についても報告がなされている。医学教育や手術手技のトレーニン

































点群 11) やメッシュ 12) などの形式が考えられており、図 2 は三次元画像とその操作対象領域
をスパースにサンプリングした四面体メッシュを併用し、腎部分切除における腎変形を対象とし
てボリューム変形を表現している例 13) である。 
 
 































































































































































































手術工程の定量的把握と客観的評価の手段として有意義である 12), 17, 26)。執刀医が経験的に活
用している暗黙的な医学知識や症例ごとの手術戦略をバーチャル化し、記述・保存することで、
執刀医が自身の手術内容を客観的に評価できるだけでなく、後世に定量化された手術法として残
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